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中学生がつくるホームページ

若葉区だけの
先駆的な取り組みが始動

　１月 27 日に若葉区長と会見し今年度の

若葉区の行政方針などを尋ねました。

そこで紹介されたのが若葉区基本計画 (Ｈ

24 年度～Ｈ33 年度 ) でした。

「黒い粉じん」モニター募集中

　昨年 12 月、夏に降ってくる黒い粉じんについて、市民の声が届き千

葉市が動きました。市民としても、行政や企業と連携し、飛散エリアを

調べるため一年かけてサンプリング調査を行います。毎月１～２回、網

戸から拭き取った粉塵の写真をツィッターやメールを使って送信してく

ださる方を募集中です。

　土井　makko59@imts.tepm.jp、または　043-233-7807（環境情報センター）

までお問い合わせください。

出前講座
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ふるさとを失うということ
～福島県飯舘村民からのメッセージ～

　子育て支援団体等主催で市の

職員から学校や保育所の給食な

どの放射能対策について話を聞

きました。

千葉市の放射能対策
－参加者から感想を伺いました－
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お問い合わせ：『ＮＰＯ法人こどもユニットＷａｋａｂａ』 ☎２３２－００４５
 　　　　　　　千葉市若葉区小倉台 5-21-9　モノレール「小倉台駅」下車　徒歩 3分

　その中にポイントとして次のことがあげられています。

◎これからは、こどもから高齢者に至る区民一人ひとりがまちづくりに対

する意識を持ち、積極的に行動し、支えあい、愛着と誇りのある若葉区に

育てます。

◎若葉区の地域特性である豊かな自然環境をはじめとする地域資源の魅力

を高めるとともに、情報発信等により積極的な活用を進め、区の魅力と活

力を向上させます。

　ここから、中学生が若葉区の情報を発信するホームページを作る、とい

うプロジェクトが生まれました。

　プロジェクト担当の地域振興課　地域づくり支援室に聞きました。

「若年層に対する情報発信が弱いため、中学生の目線で情報をまとめたいと

いう事と、関わった中学生自身がまちづくりに興味を持ってもらえるので

はないかという狙いがありました。モデル校になった、大宮中学校の 1 年

生のうち 17 名が総合学習の授業の一環としてホームページの作成に励み、

ほぼ完成の域に達しています。生徒一人一人が区役所案内・市政の情報・

若葉区の魅力の中でテーマを決め、企画、研究、発表をします。行政の情

報発信をするホームページを、中学生が作るというのは千葉市では初めて

のことです。公開は 4 月中旬の予定。千葉市や若葉区のホームページから

アクセスできるようになりますので、ぜひご覧ください。」

　若葉区の今回の試みは、行政に若い人の視点が入ってきた嬉しい第一歩

です。

　市民ネットワークはこれまで、市政を身近に感じてもらいたいと、議会

への傍聴ツアー、議会終了後の議会通信発行、若葉区の魅力を探す面白ツ

アー、などを実施してきました。

　今回の市民 ( 中学生 ) と行政とが一緒になった、若葉区の情報発信の取り

組みに、大いに期待しています。

　若葉区の皆さん、新しいホームページを見た感想や提案を区や市に届け、

このプロジェクトを応援しましょう。　　　　　　　( 桜木北　福田美智子）

　２月１０日の出前講座、受けて良かったです。また、違うテーマでも受

けてみたいです。良かったのは、顔を見て直接話せた満足感と、同じよう

に考えている人に会えた嬉しさ、この２点が大きいです。

　放射能について、色々情報は出ています。千葉市からも、市政だよりや

簡潔なパンフレットを貰いました。それでも、不安なのです。役所の担当

者の方と、顔を合わせて、直接に聴いたり意見させてもらったりして、こ

ちらの気持ちも伝えられた、今後も対策してくれるだろう、と思えました。

　また、被曝の心配には、身近な人達でも温度差をかなり感じます。同様

に考えている人（特に母親）に会えたことが、正直ホッとしました。

「放射能、もう知りたくない」と思う事もあります。でも、仲間がいると

安心感があります。

　託児もあって、子連れでも気兼ねなく出席できたのも、助かりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（殿台町　鎗田奈津子）

わかばのいずみ
～若葉区で活動する団体を紹介します～

「6 月 1 日～ 3 日　空間放射線量測定希望者募集しています」＆「さようなら原発、1000 万人アクション　署名活動 5 月末まで継続中です」

オリジ
ナル

《市民ネットワークわかば協賛》


